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<旧満州国とは> 01 932年から1 945年まで1 3年5カ月間､日本が中国の東]腹痛に

建てた傭偶(かいらい･ロボット･操り人形)国家｡日本軍lま1931 (昭和16)年の柳

条湖事件をきっかけにした満州事変で占領し翌32年清朝最後の宣縦帯酒蔵(せんとうて
いふき)を執政､のち皇帝にだて成立させた｡ ｢王道楽土(古代の王者の仁徳を本とする

政道の安楽な土地)｣と｢五族脇和(日本･満州･漢･朝鮮･モンゴル人が仲よくする)｣を
掲lナ日本からも多くの入植者を入れる｡しかu義隆と全くの見せかけに過ぎなかった｡
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○これは昨年1月28 , 29 〟 30日､原ノ町駅前の南柏馬市中央図書館で開催の｢撮董震｣に入場された木村栄子

さんが､満州国での戦争体験を詳細で克捌こ原稿用紙70枚に書かれたものの一部です｡ ○膨大な記録なので
3号に分けて編集しました｡ ○木村さんは｢議書願｣の絵にご自分の体験を重ね合わせ.特に入棺者を見捨てた

当時の日本国や日本政府の無責任さや非憎さ､いち早く逃亡した関東軍や､当時の指導者の不正に対し､怒り

を持って話されていました｡ ○そして1 945(昭和20)年8月､終戦時の満州国消滅の様子は､昨年の原発事故で

巧妙なのか稚拙なのか､国民を見捨てたような現在の｢国･政府｣の政策とよく似た状況になっています｡

宮
城
開
拓
団
と
し
て
入
柵

(
私
の
葉
州
体
験
)

相
馬
市
磯
部

木
村
栄
子

男
の
子
で
し
た
｡

国
民
学
校
の
寄
宿
舎
は
寂
し
く
て

昭
和
十
五
年
四
月
､
私
は
東
京
の
伯
父
が
送

っ
て
く
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
､
宮
城
開
拓

団
国
民
学
校
に
入
学
し
､
一
年
生
か
ら
寄
宿
舎

に
入
り
ま
し
た
｡

他
の
人
は
兄
姉
が



ー∴:1"〇〇〇-∴∴ 

モ響真一轡繋 ハバロフスク 一〇 
1_ri'蘭し国連なとまそ油にた 

譜毒④義日本海 北平 諸騒.粕斡- 黄海 晶 

語eo.悌"意やをし落来､食草 三三輩三三三三三三三三輩 ≪木村さん一家の満州国引き揚げ行路≫ ①宮城開拓団として入檀した｢仙南屯｣ ②露天掘りの着帽鱗山,｢義鱒(ボーカン)｣ ③逃避のため賞揚列車に乗った｢福龍駅｣ ･④引き拙†船に乗った港｢朝露島(コロトウ)｣ ⑤引き続け船で日本に上陸した｢佐世保｣ "くソの蒲只〇分征と 

か後 

○木村栄子さん宅は相馬市磯部で､ 3月1 1日の大震災と原発事故から関東に避難されていました｡幸いお宅は

磯部中学校付近の高台にあり､津波からは無事でした｡事務局では原稿と貴重な写真､資料や地図などを1年近

くも預かったままでした机ようやく編集して連絡をとりながら､ ｢戦争体隙7｣として掲載することができましたo


